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円月島は、白浜町の臨海浦に浮かぶ南北１３０ｍ、東西３５ｍ、高さ２５ｍの小島で、正式名
称を「高嶋」といいます。

南紀熊野ジオパーク内にある１０７か所あるジオサイト（ジオパークの見どころ）の一つで、中
央部にぽっかりと空いた海食洞門が有名で、白浜のシンボルとして親しまれています。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 

臨 機 応 変  
 
 臨 機 応変 と い う言 葉が あ りま す 。 辞書 によ り ます と 、 場合 に臨 み 変化 に 従 っ

て適 当 な手 段 を 執る こと と あり ま す 。今 私は 県 庁行 政 の トッ プな の で、 本 当 は

県庁 の 職員 は よ く仕 事を し てく れ て いる と思 っ てい る の です が、 ど うし て も 職

員の 行 動が 気 に なり ます 。 そこ で 思 うこ とは こ の臨 機 応 変に 行動 が でき て い な

い事 が 多い な あ と言 うこ と です 。 会 議や イベ ン トの 段 取 りと か、 司 会ぶ り と か

の面 で 、そ の 場 の事 情の 変 化と か 参 加し てい る 人の 思 い とか を 斟酌
しんしゃく

する こと な

く、 予 め決 め て おい た行 動 しか し な いと いう こ とで す が 目に 付き ま す。 そ の 予

め決 め てお い た こと も、 そ の時 の 状 況を 考え て 特別 に 作 った もの で はな く て 、

ずっ と 以前 か ら の前 例踏 襲 、決 ま り 切っ た慣 例 句と い う 場合 が多 く て、 聞 い て

いる 人 、参 加 し てい る人 の 胸に 響 き ませ ん。  
 私 は ､そ の 場に 応 じて 、参 加 者の 意 向 、気 持ち な どを 考 え て、もの の 言い 方 を

変え た り、説 明を 短 くし た り、反 対に 詳 しく し たり し て いる つも り なの で す が、

見て い ると 、 そ うい う対 応 をし て い る人 はそ う 多く な い よう に思 い ます 。 お そ

らく 担 当の 人 は 、こ うい う 大事 な 役 割は 無事 早 く終 わ ら せて ほっ と した い と 思

って い ると 思 い ます が、 そ うす る と 、と もす れ ば、 や っ てい る仕 事 は、 プ ロ 野

球の 優 勝が 決 ま った 後の ｢消 化 試 合 ｣みた いに な って 、 誰 にと って も つま ら な い

もの に なる の で はな いか と 思い ま す 。  
 私 は、人 生 は日 々 の感 激 だと 思 っ てい るの で すが 、消化 試 合を 続 けて い る と、

こう い う感 激 は 味わ えな い と思 い ま す。 そう す ると 同 じ 一回 限り の 人生 だ か ら

大損 で す。 し か し、 臨機 応 変は そ う たや すく あ りま せ ん 。イ ベン ト など の 段 取

りの 場 合に 限 ら ず県 全体 の 政策 形 成 にお いて も 臨機 応 変 が求 めら れ ます が 、 そ

れを 実 行す る た めに は、 政 策課 題 へ の理 解、 県 民の 意 向 、あ るい は 社会 情 勢 や

世界 の 動き ま で 視野 に入 れ ない と い けま せん 。 いつ も 一 生懸 命自 分 の頭 で 考 え

て、 そ うだ と 思 った ら勇 気 をも っ て 行動 をし な いと い け ない と思 っ てい ま す 。  
 
 
 
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

8/6 記者会見室にて 



 - 2 - 

今月の和歌山県政トピックス                         

 

●和歌山県人会世界大会を初めて開催します                      

 
和歌山県は、全国有数の移住者を送り出した県であり、その海外移住者数は、第二次世

界大戦前がおよそ３１，０００人、戦後がおよそ２，０００人で、広島、沖縄、熊本、山

口、福岡に次いで第６位の移民県です。 

海外には、南北アメリカを中心に、いくつもの和歌山県人会があり、中には１００年を

超える歴史を持つものもあります。和歌山から世界各地へ移住した方々の多くは、移住先

での永住ではなく、出稼ぎを目的としていました。稼いだお金の多くを故郷へ送金してい

たのです。家族や親戚はもちろん、出身地の学校や寺、神社などにも送金されており、故

郷の暮らしを支えていました。 

また、この思いは、故郷を離れ日本の大都市で暮らしながら、和歌山県人会を組織し故

郷を応援してくださる皆さんにも共通しています。 

そのような海外・県外の県人が一堂に会し、故郷を離れた方々の郷土への誇りを高め、

県民との相互交流と県民の移民の歴史に対する理解を深める機会として、和歌山県で初め

ての「和歌山県人会世界大会」を１１月２４日～２７日に開催します。 

記念コンサートには、シンガーソングライターの宮沢和史（みやざわ かずふみ 元『Ｔ

ＨＥ ＢＯＯＭ』）さんをメインに、アルゼンチン出身二世歌手の大城クラウディアさん、

和歌山児童合唱団、星林高等学校吹奏楽部の皆さんに御出演いただきます。 

各県人会関係者の皆さんには御案内させていただいたところですが、現在、一般参加者 

の募集を行っています。詳しくは、大会ホームページを御覧ください。 

■和歌山県人会世界大会ホームページＵＲＬ：www.all-wakayama.com 

■一般参加者については、１０月２０日（月）まで申込可能です。応募多数の場合は、抽選のうえ、入場券 

の発送をもって発表致します。入場券の発送は１０月末頃を予定しています。 

【開催概要】 

・記念式典・記念コンサート  

日 時：令和元年１１月２４日（日）１６：００～１７：３０ 

会 場：和歌山県民文化会館 大ホール 

内 容：和歌山県民歌斉唱、県人会への特別顕彰楯贈呈、移民の歴史 

紹介映像上映、記念コンサート等 

・和歌山体験ブース ※海外県人会参加者対象 

日 時：令和元年１１月２４日（日）１４：００～１５：３０  

会 場：ホテルアバローム紀の国 孔雀の間 

内 容：梅ジュースづくり体験、紀州てまりづくり体験、平安衣装体験等 

・和歌山ふるさと巡りツアー ※海外県人会参加者対象 

 日 時：令和元年１１月２５日（月）～２７日（水） 

 概 要：紀北、紀中、紀南の３コース 文化体験、学校訪問等各地域での交流会の開催 

【参加予定県人会】 

・海外県人会 南加和歌山県人会、シアトル紀州クラブ（アメリカ）、東部カナダ和歌山県人会、メキシコ和歌山県人会、

ペルー和歌山県人会、ブラジル和歌山県人会、パラグアイ和歌山県人会、アルゼンチン和歌山県人会 他 

・国内県人会 在京和歌山県人会、東海和歌山県人会、京都和歌山県人会、大阪和歌山県人会、堺和歌山県人会、 

神戸和歌山県人会  

宮沢和史氏 
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●南紀熊野ジオパークセンターがオープンしました                   

 
和歌山県南部の１市７町１村の地域は、平成２６

年に「南紀熊野ジオパーク」として日本ジオパーク

に認定され、その後も、自然と人のつながりを楽し

く、分かりやすく案内してくれるジオパークガイド

の活躍もあり、多くの皆さんに好評を得ています。  

県では、この魅力をさらに多くの方に感じてもら

うため、串本町潮岬に情報発信や調査研究の拠点と

なる施設「南紀熊野ジオパークセンター」を７月２７日にオープンしました。 

ジオパークセンターでは、大型立体模型

とプロジェクションマッピングにより、南

紀熊野の大地の成り立ちを迫力ある映像で

御覧いただける他、化石発見体験や河川実

験、顕微鏡で岩石や砂を見るコーナーなど

により、五感で楽しんでいただくことがで

きます。一方では、ジオパークガイドから、１０７

か所あるジオサイト（ジオパークの見どころ）の詳

しい解説を聞き、実際に現地に行ってみたい人に

は、現地までの行き方や楽しみ方などの情報やおす

すめコースの紹介もしています。なお、おすすめコ

ースは南紀熊野ジオパークのＷＥＢサイトでも紹

介しています。 

県では、ジオパークセンターで学ぶことで終わら

ず、実際にジオサイトを訪れ体験してもらうことを

目的としており、今後も「いつも新たな発見のある」

施設を目指し、様々な企画展やイベント、情報提供

などを行うとともに、このセンターを中心とした情

報発信や誘客を行い、ユネスコ世界ジオパーク認定

に向け取り組んでまいります。 

・南紀熊野ジオパークＷＥＢサイト 

ＵＲＬ：https://nankikumanogeo.jp/ 

►串本町内の観光地や宿泊施設を巡る周遊バスについては、 

こちらにお問い合わせください。 

・くしもと観光周遊バス「まぐトル号」 

 串本タクシー株式会社 

 ＴＥＬ：０７３５－６２－０６９５ 

ＵＲＬ：http://www.kushimoto-taxi.co.jp/ 

南紀熊野ジオパークセンター外観 

二階幹事長他来賓の方々と知事によるテープカット 

河川実験の様子 

ジオパークセンター内の様子 
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●第５回アジア・オセアニア高校生フォーラムを開催しました                    

 
ＩＣＴ技術の発展に伴い、経済や社会のグローバル

化が進む中、本県では、海外や全国から参加した高校

生が、世界共通の様々な課題について意見を交わすこ

とで、グローバルな視野で物事を捉える力と、様々な

国や地域の人たちとコミュニケーションを図る力を

養い、国際社会で活躍できるリーダーを育成すること

を目的とした「アジア・オセアニア高校生フォーラム」

を平成２７年度から毎年開催しています。 

７月２７日～７月３１日の日程で行われた今年

度のフォーラムには、国内外合わせて３７校４５名

の生徒と全体会・分科会を合わせて延べ約１，００

０名の聴講者の方々に参加いただきました。 

フォーラムの初日には、海外からの参加者２０人

が、県内の高校生の家庭でホームステイを体験。２

日目には、高野山を訪れる「世界遺産研修ツアー」

を通じて交流を深め、３日目の分科会では、「津波

その他の災害」「環境」「観光・文化」「教育」「食

糧」のテーマに分かれ、お互いの理解を深めました。 

レセプションでは、参加者同士がさらに交流を深

める中、海南高等学校美里分校の太鼓演奏、インド

ネシアの人形劇、モンゴル・トルコ・中国各国の伝

統舞踊等のパフォーマンスが披露され、会場から大

きな拍手が送られました。 

参加者の皆さんにとっては、様々な交流を通じて国内外に友人ができるとともに、大い

に学ぶことができた大変有意義なフォーラムとなりました。 

 

●わかやまスマート農業の推進について                      
 

本県の農林水産業は、高齢化等による労働

者不足が深刻な状況となっており、昭和６０

年から平成２７年の３０年間で、農業者数が

約半分まで減少しています。このような中、

県では、一層の生産性の向上、新規就農者の

支援や人材育成を積極的に進めるため、近年、 

開会宣言の様子 

世界遺産研修ツアーの様子 

分科会の様子 

ドローンなど最先端技術を活用する「スマート農業」 
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世界で注目を集める「スマート農業」を推進しています。 

「スマート農業」とは、ＩＣＴ（情報通信技術）やロボット技術などの最先端技術を活

用して、農業の省力化や高品質化、高生産化を図るものです。 

県では、試験場で新たにＩＣＴを活用した総合環境制御栽培施設を整備し、高生産や高

品質化の技術を開発するとともに、ドローンやリモコン式運搬機、荷物の上げ下ろしの際

の身体への負担を軽減するアシストスーツなどについて、実際の農園での実証を行ってい

ます。また、農産物の輸出大国で「スマート農業」の先進国、オランダのワーヘンニンゲ

ン大学に職員を派遣し、オランダ農業の強みを本県の農業に合うようカスタマイズした振

興施策を進めるなど「スマート農業」に関する様々な取組を行っています。 

そして、この「スマート農業」について農業者の方々に広く知っていただき、スマート

農業を始めるきっかけとしていただくため、８月９日に「わかやまスマート農業フェア」

を開催しました。 

当日は、県内外の出展企業２１社が、会場の出

展ブースにスマート農業に関する製品を持ち寄

り、ドローンやアシストスーツ、リモコン式運搬

車、各種クラウドシステム等の製品の紹介を行い

まいした。来場した皆さんには、実際にアシスト

スーツを装着して身体を動かしてみたり、リモコ

ン式運搬車を操作するなどして、スマート農業の一端を感じていただきました。 

また、イベントでは、近畿大学生物理工学部の星岳彦（ほし たけひこ）先生による「施

設園芸の環境制御スマート化に向けた取り組み」、農業・食品産業技術総合研究機構の森

口卓哉（もりぐち たかや）先生による「スマート農業技術の開発・実証プロジェクト」及

び「スマート農業加速化実証プロジェクト」の講演により、全国や本県のスマート農業の

取組について、具体的な例を交えたお話をいただきました。 

県では今後もスマート農業に関する技術研究を進めるとともに、本県の農業に合った技

術の普及により、農業者の皆さんに貢献できるよう努めてまいります。 

 

●Twitter（ツイッター）を使用して防災・災害情報を発信します                   

 
災害発生時には、停電等によりテレビなどの既存

の媒体から情報を得ることが難しい場合がありま

す。また、主な情報源であるテレビやラジオは、得

られる情報が限定されていることが課題となって

います。このため、多様な手段を用いた災害情報の

発信が必要となります。 

県では、７月３０日から、拡散性や即時性が高く、 

出展ブースの様子 

Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター）画面 
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通信制限を受けにくい情報サービス「Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター）」を使用して、災害

情報の発信を行っています。 

ツイッターは、ユーザーが「つぶやき」と呼ばれる１４０字以内の短い記事を書き込み、

他のユーザーがそれを読んだり、返信をすることでコミュニケーションが図れるインター

ネット上のサービスで、携帯電話等のモバイル端末でも利用できます。 

リアルタイムで発信・収集ができ、電話回線がつながりにくい状況でも利用することが

できます。さらに、検索機能を利用して、特定のテーマに関する投稿を一覧表示できるた

め、手軽に必要な情報だけを発信・収集することも可能です。 

さらに、より地域に密着し、より個人のニーズに応じた情報を発信・収集でき、テレビ

やラジオ、ホームページ等既存の媒体に加え、災害情報の発信に有効活用できるものです。 

なお、今回、「防災わかやま」として和歌山県が発信する情報

であることをツイッター社に認証（アカウント名の横の青印）し

てもらうことで、ツイッターを見る人に、県からの確実な情報で

あることが分かるようになっています。 

県では、他にも「和歌山県防災ナビ」アプリに、現在地や自宅

付近の河川水位情報や土砂災害の危険度が確認できる機能を追

加しており、今後も、様々な手段を駆使して、災害による「犠牲者ゼロ」を目指します。 

【発信する情報】 

◇アカウント名：防災わかやま 

１ 職員の防災体制が発令されたときに、以下の情報を発信します。 

（１）避難勧告、避難指示、災害発生情報の発令 

（２）土砂災害警戒情報の発表 

（３）記録的短時間大雨情報の発表 

（４）大雨・高潮特別警報の発表 

（５）河川の水位が氾濫危険水位に到達 

（６）河川の氾濫が発生 

（７）ダムにおいて異常洪水時防災操作を実施予定 

（８）その他、情報発信が特に必要と認められるとき 

２ 甚大な被害が発生するような災害が予想される場合の注意喚起や、新たな防災に関する取組を発信

します。 

 

●和歌山県があなたをスカウトします ～ Wakayama Love ドラフト ～                   

 
本県では、全国より早い流れで進む人口減少への対策として、都市部で高まりつつある

地方への移住・定住や二地域居住への関心に対応する取り組みを行っています。この度、

新たに全国初の取り組み「Ｗａｋａｙａｍａ Ｌｏｖｅ ドラフト」が加わりました。 

これまでの移住イベントでは、参加者が住みたい地域を自由に選ぶスタイルでしたが、

このイベントでは、地方暮らしに関心がある方を対象に、和歌山県内の地域（市町村）が 

認証の青い印が付いています 
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求める移住者を公募し、事業者などで構成する地域の代表

が「この人こそは！」と思われる参加者をスカウトします。

スカウトされた参加者には招待チケット（交通費）を渡し、

後日スカウト先での生活をイメージできるよう現地を訪問

してもらい、移住につなげていきます。移住が決まった場

合には、さらに転居費用の半分を補助します。 

７月２６日に大阪市内で開催したイベントには、定員を

超える応募がある中、２４名が参加し、そのうち半数以上

の１３名が市町村とのマッチングが成立しました。 

なお、募集した職種は、「木を伐り放題！きこりのピザ

屋（紀美野町）」、「みかんと生きる（有田市）」、「星

降る町のインフルエンサー（日高川町）」、「炭焼き職人、

求む！（みなべ町）」など１４種あり、通常の求人とは異

なり、仕事内容が地域振興に関係したライフスタイルの提

案を重視したもので、既に、このイベントをきっかけに移

住が決まった事例も出ています。１１月１５日の東京都内

（ＤＩＡＧＯＮＡＬ ＲＵＮ ＴＯＫＹＯ）でのイベン

ト開催に期待が高まります。 

移住に興味のある方、また、これまで興味はあるも

のの現地の暮らしのイメージが持てないなどの理由

で移住をためらっていた方は、是非イベントに参加い

ただき、マッチングを成立させ、和歌山での暮らしを

満喫していただきたいと思います。 

詳しくは、ウェブサイトを御覧ください。 

「Ｗａｋａｙａｍａ Ｌｏｖｅ ドラフト」ウエブサイト（９月下旬オープンの予定） 

https://www.sibire.co.jp/wakayama_draft_tokyo 

 

●東京オリンピック・パラリンピックに紀州材を提供しました                      

 
東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会

の関連施設である選手村ビレッジプラザの建設に、紀州

材が使用されます。 

「日本の木材活用リレー ～みんなで作る選手村ビレ

ッジプラザ～」として、全国６３の自治体が木材を持ち

寄り、選手村の代表的施設を作り上げる取り組みに、和

歌山県も参加しました。 

みかんと生きる（有田市） 

炭焼き職人、求む！（みなべ町） 

焼き印をしっかりと焼き付けました 

星降る町のインフルエンサー（日高川町） 
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この度、持続可能性に優れる県内の認証森林から伐り出

し、製材加工した紀州材（スギ・ヒノキ 約２３㎥）を８月

３日と８月８日に納材しました。 

選手村ビレッジプラザは、選手団の入村式の舞台として、

メディアを通じて世界の人々の目に触れる選手村のエント

ランス施設です。式典・メディアスペースや生花店・雑貨

店等の店舗、カフェ等が配置され、大会期間中は選手団や

メディア関係者が日常的に訪れます。 

また、これらの木材は、大会終了後に「レガシー木材」として本県に戻され、公共施設

等での再利用を予定しています。 

世界中から日本に集う選手や大会関係者の皆さんに、優しさと安らぎの空間をお届けす

るとともに、強度と耐久性に優れ、香りと色合いの良い紀州材の魅力を世界にＰＲしてま

いります。 

 

●ニッスイから和歌山県産ぶどう山椒を使用した『しびれ鍋つゆ』が発売されています                    

 
県では、わかやま産ブランドの向上と販路開拓を目的に、食

品メーカへの県産品採用に向けた取組を行っています。 

この度、株式会社オークワの創立６０周年を記念した独自商

品として、和歌山県産「ぶどう山椒」を使った『しびれ鍋つゆ』

が、ニッスイ（日本水産株式会社）から発売されています。 

近年、山椒や花椒に含まれるしびれをもたらす辛み成分が新

陳代謝を活発にし、身体を温めることから寒い冬に適している

と、麻婆豆腐などの「しびれ料理」がブームとなっています。 

そのような中、生産量日本一を誇る和歌山県産ぶどう山椒を

鶏ガラベースのスープに合わせ、鶏の旨味の中に舌がしびれる

ような刺激と爽やかな香りが特徴的な商品『しびれ鍋つゆ』が

完成しました。 

是非この機会にお買い求めになり、「緑のダイヤ」

と呼ばれる和歌山県産ぶどう山椒の風味を御堪能い

ただきたいと思います。 

今後、全国展開への期待が高まりますが、今のとこ

ろ、８月２６日から近畿・東海地区のオークワ約１５

０店舗での限定販売のみとなっています。 

 

 

太陽を浴び輝く実は、まさに「緑のダイヤ」 

パッケージ正面 

自慢の紀州材を届けました 



 - 9 - 

                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●『天野の里づくりの会』が総務大臣表彰を受賞しました                      

 
総務省及び全国過疎地域自立促進連盟では、過疎地域において、危機意識を持った住民

自らが行動を起こし、地域の維持・活性化のために、地域資源の活用や地域文化の振興な

どに取り組み、優れた成果をあげた先進的、モデル的事業を実施している団体の表彰を行

っています。 

今年度、その「過疎地域自立活性化優良事例表彰」の

総務大臣賞に、かつらぎ町の『天野の里づくりの会』

（会長：谷口千明氏）が選ばれました。 

『天野の里づくりの会』は、平成２６年度及び平成

２８年度の総務省が行う過疎集落支援総合対策事業に

採択され、循環農業の再生や地域のブランディング推

進に取り組んできました。なお、この総務省が行う支

援総合対策は、本県が独自に実施していた生活圏を単

位とした過疎地域再生・活性化支援制度を全国に広げ

ることを国に提案し、平成２４年度から制度化された

ものです。 

天野の里は、高野山の麓に位置し、世界遺産の丹生

都比売神社や高野山町石道を有する自然や文化・歴史

に恵まれた里です。そんな天野の里の向上と振興を目

指して平成１８年に誕生した『天野の里づくりの会』

では、「神話の里“天野”のむらおこし」をキャッチ

フレーズに、１０年以上もの間、継続的に活動が行わ

れています。 

その活動は、町石道等の整備による美しい景観の維

持への取組や、社会貢献に取り組む企業との田植えや

稲刈りを通した交流、里山保全の一環として竹を活用

した「天の竹楽チンぬか床」の生産・販売等、多方面にわたっています。 

また、移住交流を促進するイベントに参加し、移住希望者への支援を積極的に行うこと

等により、現在、天野地域の世帯の約３割が移住者となり、地域住民と共に活動を行う等、

天野の里を支える一員となっています。 

このように、過疎地域の住民が自ら行動を起こし、次世代につなげていくことは、地域

が持続可能な取組を進めるうえで大変重要です。 

県では、地域活力の向上や地域間交流の拡大に向け、「わかやま版 過疎集落支援総合対

策」に積極的に取り組み、引き続き、過疎地域の活性化を図る住民団体の活動を支援して

まいります。 

豊かな自然に恵まれた天野の里 

世界遺産 丹生都比売神社 

町石道の保全活動の様子 
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●「高野山麓世界遺産アクセスバス」について                    

 
＜運行決定と「山荘天の里前」バス停の設置＞ 
昨年も大変好評をいただきました秋の期間限定

運行『高野山麓世界遺産アクセスバス』が、今年度

も運行します。 

当バスは、橋本駅を出発し、丹生都比売神社を経

由して高野山まで行くことができます。 

丹生都比売神社は、弘法大師に高野山の土地を授

けた、丹生都比売大神（にうつひめのおおかみ）を

お祀りしており、高野山参拝前には、まずこの神社に参拝するのが昔からの習わしでした。 

今年度は、天野にある「山荘天の里」前に新たにバス停を設置しました。「山荘天の里」

でゆったりフレンチをいただいて、丹生都比売神社をお参りしてから高野山へというコー

スで、秋の高野山麓を堪能してみませんか。 

・運行期間：９月１４日（土）～１１月３０日（土）の土・日・祝日（合計２８日間） 

・運行経路：JR・南海橋本駅～丹生都比売神社～高野山内 

また、バスの運行について、橋本丹生都比売線が１日３便から４便に増便する他、企画

乗車券の販売場所も増え、益々便利に周遊いただけるようになっています。 

さらに、バス運行期間中には、語り部の案内で町石道を歩くトレッキングイベントや、

世界遺産社寺での特別拝観や体験プログラムの提供、協賛施設や店舗での利用特典などの

特別企画が実施されます。 

詳しくは、右のＱＲコードからホームページにアクセスください。 

 

※お問い合わせ：橋本・伊都広域観光協議会 ０７３６－３３－４９０９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹生都比売神社（かつらぎ町） 
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●世界遺産｢高野参詣道｣で山のスタンプラリー『ヤマスタ』を実施中                      

 
この度、株式会社山と溪谷社、南海電気鉄道株式会社とのタイア

ップにより、スマートフォンを使った山のスタンプラリー『ヤマス

タ』が高野参詣道で楽しめるようになりました。 

『ヤマスタ』は、日本初の山歩きをしながら楽しむスタンプラリ

ーで、専用アプリのダウンロードにより、スマートフォン上のスタ

ンプ帳にデジタルスタンプを集められるようになります。参加費は

無料で、１コース制覇する度に認定証と、かわいいデザインの缶バ

ッジがプレゼントされます。 

ヤマスタが楽しめるのは、高野参詣道のうち、「黒河
く ろ こ

道
みち

」、

「京
きょう

大坂道
おおさかみち

」、「町
ちょう

石
いし

道
みち

」の３コースです。高野山に登る

道には、それぞれに違ったいわれと趣があります。 

なお、高野参詣道でのヤマスタの実施期間は令和元年９月

９日から１年間の予定です。 

ヤマスタの詳細についてはホームページを御覧ください。 

(ＵＲＬ https://yamasta.yamakei.co.jp) 

【高野参詣道スランプラリーコースの概要】 

○黒河道  

黒河道は、地元集落の生活道として、また高野山への物資

を運ぶ道として活用されてきました。豊臣秀吉が、高野山内

で禁止されていた能狂言を催し、急な雷雨に見舞われたため、

「弘法大師の怒りだ」と、慌ててこの道を馬で駆け下りたと

いう逸話があります。 
 

○京大坂道 

石童丸物語や人魚のミイラで知られる西光寺苅萱堂、日本最後の仇討ち場、赤い塗装が目を引く極

楽橋など、名所を巡りながら高野山を目指します。極楽橋からいろは坂を登ると、かつて高野山が女

人禁制だった頃、山内への入口に女性の籠り堂として建てられた女人堂に到着します。 
 

○町石道 

  高野参詣道の中で最も有名なコースです。高野山への道標として、1 町（約 109 メートル）ごとに 

五輪塔の形をした町石が建てられています。  弘法大師空海も歩いた高野山への表参道とされており、 

皇族、貴族、武士、庶民とあらゆる層の人が、町石に手を合わせて祈りながら高野山を目指しました。 

 

 

 

 

 

 

 

高野山の豊かな自然が楽しめます 

認定証と缶バッジイメージ 

「ヤマスタ」画面イメージ 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。       

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、１万円以上の御寄附をいた 

だいた方には、プレミア和歌山の事業者か  

ら御協力をお願いした２０７品目の返礼品 

の中から１品をお選びいただきお届けし 

ています。 

７月より返礼品の拡充を行い、品数の増 

加に加え、寄附金額の価格に応じて返礼品 

を選んでいただけるようになりました。 

和歌山県が誇る優良産品（プレミア和歌山） 

を是非御堪能ください。 

また、返礼品とは別に、二千円以上の御 

寄附をいただいた御希望の方に「和歌山フ 

ァンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）へ 

の入会権を贈呈しています。御入会いただ 

くと、刊行情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申込みはふる

さとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円

単身者の場合 夫婦、子 2人の場合

給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300 万円 28,000 円 300 万円     － 
400 万円 42,000 円 400 万円 12,000 円

500 万円 61,000 円 500 万円 28,000 円

600 万円 77,000 円 600 万円 43,000 円

700 万円 108,000 円 700 万円 66,000 円

800 万円 129,000 円 800 万円  85,000 円

900 万円 151,000 円 900 万円 119,000 円

1,000 万円 176,000 円 1,000 万円 144,000 円

1,500 万円 389,000 円 1,500 万円 361,000 円

2,000 万円 564,000 円 2,000 万円 536,000 円

自己負担額2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の 

目安は下の表のとおりです。 

【注意】下の表はあくまでも目安としてお考えください。 

全額控除される寄附金額の目安 
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お礼の品一覧 

 

 

１品お選びいただけます！ 
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お礼の品一覧 
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お礼の品一覧 
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お礼の品一覧 

 

 

 
 

返礼品２０７品のうち、３０品を御紹介しました。 

商品の詳細や他の商品を御覧になりたい方は、「ふるさとチョイス」を御覧

ください。 

和歌山県が誇る優良産品（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

URL：https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000  

            

 

 

 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、宮本               和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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 イベント情報(９月上旬～１０月上旬) 
 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

9 月中旬 南紀白浜フラフェスティバル 白浜町・白良浜海水浴場 
白浜温泉旅館協同組合 

0739-42-2215 

9 月中旬 エルトゥールル号追悼式典 
串本町 

・トルコ軍艦遭難慰霊碑前 

串本町総務課 

0735-62-0555 

9 月中旬 
三輪崎八幡神社例大祭 

（鯨踊り） 
新宮市・三輪崎八幡神社 

新宮市観光協会 

0735-22-2840 

9 月中旬 高芝の獅子舞 那智勝浦町下里 
那智勝浦町観光協会 

0735-52-5311 

9 月中旬 勝浦八幡神社例大祭 那智勝浦町・勝浦八幡神社 
那智勝浦町観光産業課 

0735-52-6543 

9 月中旬 献湯祭 那智勝浦町・熊野那智大社 
南紀勝浦温泉旅館組合 

0735-52-0048 

9 月下旬 筆供養 和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

9 月下旬 お逮夜ナイトウォーク 高野町・総本山金剛峯寺 
高野町観光協会 

0736-56-2468 

9 月下旬 日前神宮・國縣神宮例大祭 和歌山市・日前神宮 
日前神宮國縣神宮 

073-471-3730 

9 月下旬 空の日フェスタ 白浜町・南紀白浜空港 
株式会社南紀白浜エアポ

ート 0739-43-0095 

10 月上旬 印南八幡神社祭 印南町・印南漁港他 
印南町観光協会 

0738-42-1737 

10 月上旬 御坊祭 御坊市・小竹八幡神社 
小竹八幡神社 

0738-22-0089 

10 月上旬 弁慶まつり 田辺市・闘鶏神社他 
弁慶まつり実行委員会 

0739-22-5064 

10 月上旬 泣き相撲 海南市・山路王子神社 
山路王子神社 

073-494-0455 

10 月上旬 「笑い祭」丹生神社例大祭 日高川町・丹生神社 
日高川町企画政策課 

0738-22-2041 

10 月上旬 紀道神社例大祭（駆け馬） 日高川町・紀道神社 
日高川町企画政策課 

0738-22-2041 

10 月上旬 須賀神社秋祭り（県文化財） みなべ町・須賀神社 
須賀神社 

0739-74-2204 

10 月上旬 日出神社例祭（御船担ぎ） 白浜町・日出神社 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

10 月上旬 甘酒祭 和歌山市・淡嶋神社 
淡嶋神社 

073-459-0043 
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ふるさと歳時記                            

 
自然・風物情報(９月上旬～１０月中旬) 
 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

9 月上旬 高級魚 クエ初入荷 日高町 日高町観光協会 

0738-63-3806 

9 月中旬 
彼岸花が開花 
（県内各所） 有田川町・久野原地区他 有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

9 月中旬 あらぎ島で稲刈始まる 有田川町・あらぎ島 
有田川町ふるさと開発公社 

0737-25-0221 

9 月中旬 栗拾い 
かつらぎ町観光農園 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

有田川町彦ヶ瀬 有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

9 月下旬 イセエビ漁解禁 串本町・下田原漁港 和歌山東漁協下田原支所 

0735-74-0131 

9 月下旬 ハギ見頃 
和歌山市・四季の郷公園 四季の郷公園 

073-478-0070 

田辺市・本宮町湯の峰 旅館あづまや 

0735-42-0012 

9 月下旬 「落ちアユ」漁解禁 県内各河川 
和歌山県内水面漁業協同

組合連合会 

0736-66-0477 

10 月上旬 
極早生温州みかん 

出荷始まる 

有田市 ＪＡありだ 

0737-53-2311 

田辺市 ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

10 月上旬 トビウオ漁最盛期 串本町・串本漁港 和歌山東漁港 

0735-62-0080 

10 月上旬 
ミニトマト、かすみ草、 
スターチスの収穫始まる 印南町 印南町役場産業部 

0738-42-1737 

10 月上旬 モズクガニ漁シーズン 古座川町流域 古座川漁協 

0735-72-3800 

10 月上旬 
キイジョウロウホトトギス 

見頃 

那智勝浦町・熊野那智大社 熊野那智大社 

0735-55-0321 

すさみ町・佐本地区 
すさみ町キイジョウロウ

ホトトギスを守る会 

0739-57-0404 

10 月中旬 「大さがり」天日干し 田辺市龍神村 龍神観光協会 

0739-78-2222 

10 月中旬 コスモス見頃 有田川町 
・鷲ヶ峰コスモスパーク 

有田川町商工観光課 

0737-52-2111 
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～編集後記～ 
 

「災害」と聞くと、皆さんは何を思い浮かべますか。 
 ある人は台風を、またある人は地震を想像するでしょう。火事や事故を想像する人が

いるかもしれません。自分が実際に、見たり、聞いたり、経験したことの中から印象深

い事を「災害」として思い浮かべます。 
 
 私自身は阪神大震災でした。震度 4 の揺れに飛び起き、どうしていいかわからずウロ

ウロしていました。その後の神戸市内の火事と阪神高速の倒壊をテレビで見て衝撃を受

け、こんな大災害はもう起きないだろうと思っていました。 
 ところが平成 23 年に東日本大震災が起こりました。この時は平日の昼間で、地震の情

報を得ようと点けたテレビでは、徐々に迫ってくる津波と津波から逃げる車が悲しいほ

ど鮮明に映し出され、思わずテレビに向かって「はやく、はやく」と叫びました。 
地震や津波だけはありません。台風でも毎年のように被害がもたらされます。東日本

大震災から半年後には、台風 12 号が紀伊半島を襲い、和歌山県でも甚大な被害があり、

大勢の方が犠牲になりました。 
災害はいつ起こるか分かりません。南海トラフ地震はかなりの確率で起こると言われ

ています。 
行政としては地震が起きても最小の被害ですむような万全の対策と、即座に対応でき

るような訓練が必要です。(和歌山県ではサドンアタックの参集訓練も実施しています。) 
 一方皆さんも、非常袋を準備するだけでなく、今地震がおきたらどのようにして自分

の命を守ったらいいのか。その瞬間でも迷わず行動できるよう自分なりにシミュレーシ

ョンしておくことも大切です。 
 
 忘れた頃にやってくると言われる「災害」です。台風シーズンにもはいりました。で

きるだけ人的な被害の及ばないルートをと願いながら、心の備えも万全にしておきまし

ょう。 
 

  知事室 秘書課長  塩﨑 裕子 

 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2019 年（令和元年）９月 Nｏ.１３７ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


